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(57)【要約】
【課題】高精度、かつ、短時間な超音波診断を実現する
。
【解決手段】操作パネル７からのフリーズ操作に応じて
、操作解析部６１は、パラメータ更新指令をパラメータ
設定部６３に発信する。また、判定部６５は、波形情報
抽出部６７で抽出された波形の特徴、自動調整部６９に
おける速度レンジの調整状態などに応じて、パラメータ
更新指令を、パラメータ設定部６３に発信する。パラメ
ータ設定部６３は、パラメータ設定値格納部７１を参照
して、設定すべき段階の処理パラメータの設定値を、Ｆ
ＦＴ処理部２５に設定する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体から受信された超音波エコーに相当する信号データに対して信号解析処理を行い
、前記被検体に関する画像データを作成して表示する超音波診断装置において、
　前記信号解析処理を行う信号解析部と、
　前記被検体の診断対象に関する画像データが得られる前と、得られた後とで、前記信号
解析部における前記信号解析処理に用いられる処理パラメータのうち、前記信号解析処理
の分解能に影響を与える特定パラメータの値を異なる値に変更するパラメータ設定部と、
を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記パラメータ設定部は、
　マンマシンインターフェイスを介して所定の指令が入力された場合に、前記特定パラメ
ータの値を変更することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記所定の指令は、
　動画像から静止画像への表示画像の切り替え指令であることを特徴とする請求項２に記
載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記信号解析処理が施される前の信号データを保存するデータ保存部と、
　前記所定の指令が入力された場合に、前記パラメータ設定部により変更された特定パラ
メータの下で、前記データ保存部に保存された信号データに対して前記信号解析処理を行
って前記画像データを作成するように、前記信号解析部を制御する制御部と、をさらに備
えることを特徴とする請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記画像データに基づいて、前記被検体の診断対象の特徴を抽出する特徴抽出部と、
　抽出された特徴が、前記被検体の診断対象の特徴と符合するか否かを判定する判定部と
、をさらに備え、
　前記パラメータ設定部は、
　前記判定部での判定が肯定された場合に、前記特定パラメータの値を変更することを特
徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記画像データに含まれる波形の大きさに基づいて、その表示状態を自動調整する自動
調整部と、
　前記自動調整部による調整状態が安定しているか否かを判定する判定部と、をさらに備
え、
　前記パラメータ設定部は、
　前記判定部での判定が肯定された場合に、前記特定パラメータの値を変更することを特
徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記信号解析処理は、高速フーリエ変換処理を含み、
　前記特定パラメータは、高速フーリエ変換処理において、各時点でのスペクトラムを算
出するために抽出される前記信号データの時間長を含むことを特徴とする請求項１～６の
いずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　被検体から受信された超音波エコーに相当する信号データに対して信号解析処理を行い
、前記被検体に関する画像データを作成して表示する超音波診断装置の制御プログラムに
おいて、
　前記被検体の診断対象に関する画像データが得られる前と、得られた後とで、前記信号
解析処理に用いられる処理パラメータのうち、前記信号解析処理の分解能に影響を与える
特定パラメータの値を異なる値に変更するパラメータ変更手順を、超音波診断装置に実行
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させる、超音波診断装置の制御プログラム。
【請求項９】
　前記パラメータ変更手順では、
　マンマシンインターフェイスを介して所定の指令が入力された場合に、前記特定パラメ
ータの値を変更することを特徴とする請求項８に記載の超音波診断装置の制御プログラム
。
【請求項１０】
　前記所定の指令は、
　動画像から静止画像への表示画像の切り替え指令であることを特徴とする請求項９に記
載の超音波診断装置の制御プログラム。
【請求項１１】
　前記信号解析処理が施される前の信号データを保存するデータ保存手順と、
　前記所定の指令が入力された場合に、前記パラメータ変更手順により変更された特定パ
ラメータの下で、保存された信号データに対して前記信号解析処理を行って前記画像デー
タを作成するように、前記信号解析装置を制御する制御手順と、をさらに含むことを特徴
とする請求項１０に記載の超音波診断装置の制御プログラム。
【請求項１２】
　前記パラメータ変更手順に先立って、
　前記画像データに基づいて、前記被検体の診断対象の特徴を抽出する特徴抽出手順と、
　抽出された特徴が、前記被検体の診断対象の特徴と符合するか否かを判定する判定手順
と、をさらに含み、
　前記パラメータ変更手順では、
　前記判定手順での判定が肯定された場合に、前記特定パラメータの値を変更することを
特徴とする請求項８に記載の超音波診断装置の制御プログラム。
【請求項１３】
　前記パラメータ変更手順に先立って、
　前記画像データに含まれる波形の大きさに基づいて、その表示状態を自動調整する自動
調整手順と、
　前記自動調整手順での調整状態が安定しているか否かを判定する判定手順と、をさらに
含み、
　前記パラメータ変更手順では、
　前記判定手順での判定が肯定された場合に、前記特定パラメータの値を変更することを
特徴とする請求項１２に記載の超音波診断装置の制御プログラム。
【請求項１４】
　前記信号解析処理は、前記信号データに対する高速フーリエ変換処理を含み、
　前記特定パラメータは、高速フーリエ変換処理において、各時点でのスペクトラムを算
出するために抽出される時系列の波形データの時間長を含むことを特徴とする請求項８～
１３のいずれか一項に記載の超音波診断装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体から受信された超音波エコーに相当する信号データに対して信号解析
処理を行い、前記被検体に関する画像データを作成して表示する超音波診断装置及び超音
波診断装置の制御プログラムに係り、さらに詳しくは、前記被検体の診断対象に関する画
像データを、適切に解析することができる超音波診断装置及び超音波診断装置の制御プロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、超音波パルス反射法や超音波ドプラ法などを用いて、被検体からの超音波エ
コーに相当する信号データに対してＦＦＴ処理などの解析処理を行って、被検体の診断部
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位の断層像やその血流情報を含む波形データなどの被検体の診断対象に関する画像データ
を作成して表示する超音波診断装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このような超音波診断装置を用いて診断を行う場合には、被検体の診断対象に関する画
像データ（例えば血流情報を含むドプラスペクトラム波形データ）から診断対象の診断指
標を計測する作業を行う前に、まず、その診断対象に対応する画像データを検出する作業
を行う必要がある。すなわち、超音波診断装置における診断においては、このような画像
データを検出する作業段階である検出段階を経た後に、検出された画像データに基づいて
診断指標を計測する計測段階に移行するのが一般的である。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１８５７３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　図１１には、超音波診断装置の表示画面の一例が示されている。この図１１の画面の下
側には、心臓の弁逆流の様子を表すドプラスペクトラム波形が示されている。この波形の
横軸は時間を示し、縦軸は、その時間での血流速を示すドプラスペクトラム波形を示して
いる。図１１の波形では、その極性が負側に設定されており（すなわち、正常な血流の方
向は負であり）、波形のうち、枠で囲まれている部分の波形、すなわち正側の波形は、心
臓の弁逆流を表している。このような弁逆流は、その流速は速いが、その血流量は微小で
あり、Ｓ／Ｎ比が必ずしも良好でないため、検出するのは比較的困難であるとされている
。
【０００６】
　図１１に示されるようなドプラスペクトラム波形データは、高速フーリエ変換（ＦＦＴ
）処理により作成される。ＦＦＴ処理では、各サンプル時点の前後の時間（この時間の長
さを観測時間長という）の波形データを抽出し、抽出された時間での波形データに対して
ＦＦＴ処理を行って、そのサンプル時点でのドプラスペクトラムを求め、それを時系列に
並べることによってドプラスペクトラム波形データを作成している。ＦＦＴ処理において
、この観測時間長が適切に設定されていないと、例えば、図１１の枠で囲まれた正側のド
プラスペクトラム波形、すなわち弁逆流に対応する波形などを検出して表示できない場合
もある。
【０００７】
　ＦＦＴ処理においては、速度検出感度と時間分解能との間には、トレードオフの関係が
ある。すなわち、観測時間長を長めに設定すると、各サンプル時点でスペクトラムは、広
い周波数範囲でのスペクトラムの取得が可能となり、速度検出感度は高くなるが、その分
だけ時間方向にデータが平滑化されてその時間分解能は低下する。一方、観測時間長を短
めに設定すると、速度検出感度は低下するが、時間分解能は向上する。
【０００８】
　このような観点からすれば、検出段階では観測時間長を長めに設定して、波形は時間方
向に多少なまっても、各サンプル時点での速度検出感度を高いものとして波形を検出し易
くし、検出された波形データに基づいて診断指標を計測する計測段階では、この観測時間
長を短めに設定して、波形の時間分解能を向上させるのが望ましい。しかしながら、従来
の超音波診断装置では、そのような観測時間長の切り替えを行う機能が提供されていなか
った。このため、現状では、計測段階を考慮して検出段階から観測時間長を短めに設定し
、速度検出感度を低下させたままで波形の検出が行われており、その分だけ波形の検出に
時間を要していた。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、被検体から受信された超音波エ
コーに相当する信号データに対して信号解析処理を行い、前記被検体に関する画像データ
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を作成して表示する超音波診断装置において、前記信号解析処理を行う信号解析部と、前
記被検体の診断対象に関する画像データが得られる前と、得られた後とで、前記信号解析
部における前記信号解析処理に用いられる処理パラメータのうち、前記信号解析処理の分
解能に影響を与える特定パラメータの値を異なる値に変更するパラメータ設定部と、を備
えることを特徴とする超音波診断装置である。
【００１０】
　また、請求項８に記載の発明は、被検体から受信された超音波エコーに相当する信号デ
ータに対して信号解析処理を行い、前記被検体に関する画像データを作成して表示する超
音波診断装置の制御プログラムにおいて、前記被検体の診断対象に関する画像データが得
られる前と、得られた後とで、前記信号解析処理に用いられる処理パラメータのうち、前
記信号解析処理の分解能に影響を与える特定パラメータの値を異なる値に変更するパラメ
ータ変更手順を、超音波診断装置に実行させる、超音波診断装置の制御プログラムである
。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１及び請求項８に記載の発明によれば、前記被検体の診断対象からの超音波エコ
ーに相当する信号データに対する信号解析処理において、前記被検体の診断対象に関する
画像データが得られる前にあっては、画像データを検出しやすい値に設定されたパラメー
タの下での診断対象に関する画像データの検出が可能となり、その検出が容易となる。さ
らに、画像データが得られた後では、診断指標を計測しやすい値に設定された処理パラメ
ータの下での画像データを用いた診断指標の計測が可能となり、正確に診断指標を計測す
ることが可能となる。これにより、微小量のドプラスペクトラム信号であっても検出が容
易となってその検出までに要する時間が短縮され、高精度、かつ、短時間な超音波診断が
実現される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る超音波診断装置及び超音波診断装置の制御プログラムの好適な実施
形態について、図面を参照しながら具体的に説明する。
【００１３】
　図１には、本実施形態に係る超音波診断装置１００の全体的な構成を示すブロック図が
示されている。図１に示されるように、超音波診断装置１００は、図示しない被検体との
間で超音波を送受信する超音波プローブ２と、超音波プローブ２によって受信された超音
波に基づいて取得された被検体の２次元形態像（Ｂモード像）と、２次元血流像と、ドプ
ラスペクトラム波形とを表示する表示部６とを含んで構成されている。
【００１４】
　超音波プローブ２と表示部６の間には、信号処理等を行うユニットとして、送受信部３
と、信号処理部４と、デジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣ）５とが設けられている。そ
して、送受信部３と信号処理部４との間に、データ記憶部１１が設けられている。さらに
、超音波診断装置１００は、これら各ユニット２，３，４，５，６を統括制御する制御部
８を備えている。この制御部８には、入力マンマシンインターフェイスとしての操作パネ
ル７が接続されている。
【００１５】
　超音波プローブ２は、圧電セラミック等の圧電振動子を複数配列して備える。これら複
数の圧電振動子に送受信部３から電圧パルスが印加されることで、超音波が発生し、被検
体に対して超音波が送信されるようになる。超音波プローブ２は、送信された超音波が被
検体で反射することにより得られる超音波エコーを受信し、この超音波エコーを、電気信
号であるエコー信号に変換して、送受信部３に出力する。
【００１６】
　送受信部３には、パルス発生器、送信遅延回路、パルサ、プリアンプ、Ａ／Ｄ、受信遅
延回路、加算器、位相検波回路（いずれも不図示）が設けられている。
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【００１７】
　パルス発生器は、電圧パルスの送信タイミングを制御するもので、タイミング信号（ク
ロックパルス）を所定時間毎に生成し、送信遅延回路に送信する。送信遅延回路は、電圧
パルスの印加を圧電振動子毎に遅延させて時間差を設け、超音波ビームの走査方向を決定
する。パルサは、送信遅延回路から受けたタイミングで各圧電振動子に各モードに応じた
パルス幅の電圧パルスを印加する。
【００１８】
　プリアンプは、エコー信号を増幅する。Ａ／Ｄは、増幅した信号をデジタル信号に変換
する。受信遅延回路と加算器は、各振動子からの信号を整相加算して、単一信号を生成す
る。位相検波回路は、加算器を経た信号の所望中心周波数を０Ｈｚにする周波数シフトを
行った後、直交位相検波したデジタル信号データ（ドプラ信号）を、所定のサンプリング
周期で、データ記憶部１１に出力する。
【００１９】
　データ記憶部１１は、直交位相検波された信号を保存するためのファーストインファー
ストアウト（ＦＩＦＯ）メモリを備えており、送受信部３から出力されたデジタル信号デ
ータを、時系列に従ってそのメモリ内に格納する。本実施形態では、説明を簡単にするた
め、このメモリの記憶容量が、表示部６に表示される画像の１枚分を格納可能な容量であ
るものとする。後述するフリーズ操作が行われない限り、送受信部からのデジタル信号デ
ータにより、メモリの記憶内容は、随時更新される。メモリ内に格納されたデジタル信号
データは、古い順に、前記所定のサンプリング周期で、信号処理部４に出力される。デー
タ記憶部１１は、データの書き込みの禁止又は許可をすることが可能な外部入力を備えて
いる。
【００２０】
　信号処理部４は、データ記憶部１１から出力されたデジタル信号データを入力し、この
デジタル信号データに基づいて、各像を生成するための信号処理を実行する。
【００２１】
　Ｂモード処理部１４は、エコーフィルタ、包絡線検波回路、ＬＯＧ（いずれも不図示）
を備えており、２次元形態像を生成する信号処理（Ｂモード信号処理）を実行する。エコ
ーフィルタは、データ記憶部１１から入力された周波数シフトによる信号にローパスフィ
ルタをかける。包絡線検波回路は、包絡線を検波し、包絡線検波信号を得る。ＬＯＧは、
包絡線検波信号に対して対数変換を施す。このようにして生成された２次元形態像のデー
タは、ＤＳＣ５へ送信される。
【００２２】
　カラードプラモード処理部１５は、コーナーターニングバッファ、ウォールフィルタ、
自己相関器、演算部（いずれも不図示）を備えており、２次元血流像を生成する信号処理
（ＣＦＭモード信号処理）を実行する。コーナーターニングバッファは、送受信３の位相
検波回路からの直交位相検波による信号（データ記憶部１１を介して得られる信号）のデ
ータ列を一時的に記憶した後、並べ替えを行う。ウォールフィルタは、コーナーターニン
グバッファに記憶されたデータ列を所定順で読み出し、所定のフィルタ帯域をもって信号
のクラッタ成分を除去する。自己相関器は、２次元のドプラ信号処理をリアルタイムで行
い、信号を周波数分析する。演算部は、平均速度演算部、分散演算部、パワー演算部を有
しており、それぞれ平均ドプラシフト周波数、分散値、または血流パワー値等の２次元血
流像のデータを求める。例えば、演算部は、信号に含まれる血流の速度成分を対応するカ
ラー情報に変換する。
【００２３】
　図２には、Ｄモード処理部１６の詳細構成が示されている。図２に示されるように、Ｄ
モード処理部１６は、レンジゲート部２１と、ウォールフィルタ２３と、ＦＦＴ処理部２
５と、トレース処理部２７とを備えており、ドプラスペクトラム波形データを形成するた
めの信号処理（Ｄモード信号処理）を実行する。
【００２４】
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　レンジゲート部２１は、サンプルホールド回路（不図示）を有している。レンジゲート
部２１は、レンジゲートに相当するサンプリングパルスに従って、被検体内の所望位置の
ドプラ信号をサンプルホールドする。ウォールフィルタ２３は、その所望位置のドプラ信
号から、比較的動きの遅い血管壁、心臓壁等の不要低周波成分（クラッタ成分）を除去す
る。
【００２５】
　ＦＦＴ処理部２５は、クラッタ成分が除去されたドプラ信号を周波数分析してそのスペ
クトラムデータを得る。このスペクトラムデータは、ＤＳＣ５に送信される。
【００２６】
　図３（Ａ）、図３（Ｂ）には、ＦＦＴ処理部２５におけるＦＦＴ処理が模式的に示され
ている。図３（Ａ）は、ＦＦＴ処理部２５に入力されるドプラ信号Ａｘが示されており、
図３（Ｂ）には、このドプラ信号Ａｘの所定区間をＦＦＴ処理して得られたドプラスペク
トラムデータＢｘ（ｘ＝１、２、・・・）が示されている。このＦＦＴ処理においては、
離散的なドプラ信号（図３（Ａ））のうち、例えば、ｑ１乃至ｑｍのｍ個のドプラ信号成
分（すなわち時間長Ｔｍの成分）が抽出され、この成分に対してＦＦＴ処理が行なわれ、
スペクトラム成分ｐ１乃至ｐｍに対する最初のドプラスペクトラムデータＢ１が生成され
る。次いで、時間ΔＴ後のｍ個のドプラ信号成分ｑ１＋ｊ乃至ｑｍ＋ｊがＦＦＴ処理され
て新たなドプラスペクトラムデータＢ２が生成される。なお、図３（Ａ）ではｊ＝３の場
合について示している。
【００２７】
　以下、同様にして、時間２ΔＴ後のｑ１＋２ｊ乃至ｑｍ＋２ｊ、時間３ΔＴ後のｑ１＋
３ｊ乃至ｑｍ＋３ｊ・・・のｍ個のドプラ信号成分に対しても順次ＦＦＴ分析が行なわれ
、スペクトラム成分ｐ１乃至ｐｍに対するドプラスペクトラムデータＢ３、Ｂ４、・・・
・が生成される。（図３（Ｂ））。
【００２８】
　ｍは、制御部８によって設定可能な処理パラメータである。このｍによって決定される
時間Ｔｍは、各時点でのスペクトラムを算出するために抽出される波形データの時間長で
あり、この時間Ｔｍを、以下では、観測時間長という。この観測時間長Ｔｍを長くすれば
、各サンプル地点でのドプラスペクトラム波形は、広い速度範囲の血流を捉えた正確なも
のとなり、速度検出感度が向上するが、時間方向には平滑化された波形となり、時間分解
能は低下する。また、観測時間長Ｔｍを短くすると、各サンプル地点での速度検出感度は
低下するが、時間分解能は向上するようになる。
【００２９】
　一方、ＦＦＴ処理部２５から出力されたスペクトラムデータは、トレース処理部２７に
も送られる。トレース処理部２７は、入力したスペクトラムデータから、最高流速Ｖｐ（
Ｖｐｅａｋ）、平均流速Ｖｍ（Ｖｍｅａｎ）のトレース波形データを作成して出力する。
この最高流速Ｖｐ、平均流速Ｖｍのトレース波形データは、ＤＳＣ５や不図示の計測部に
も出力されている。また、このトレース波形データは、計測部における被検体の診断対象
の診断指標（血液流量や拍動流のＨＲ（Ｈｅａｒｔ　Ｒａｔｅ）、ＰＩ、ＲＩ（Ｒｅｓｉ
ｓｔａｎｃｅ　Ｉｎｄｅｘ））の計測に用いられる。
【００３０】
　ＤＳＣ５は、Ｂモード処理部１４、カラードプラモード処理部１５及びＤモード処理部
１６から出力される各データを、表示部６に表示可能な画像信号（標準ＴＶ走査のアナロ
グ信号）に変換して表示部６へ送信する。
【００３１】
　表示部６は、モニタにより構成され、ＤＳＣ５で処理された各画像データに対応する画
像を合成して表示する。図４には、表示部６が表示する表示画面の一例が示されている。
図４に示されるように、この表示画面は、トリプレックスモードで表示されている。この
表示画面において、その画面上部の断層像表示部３１には、２次元形態像内の関心領域（
ＲＯＩ、Ｒｅｇｉｏｎ　Ｏｆ　Ｉｎｔｅｒｅｓｔ）に２次元血流像がオーバーレイ表示さ
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れている。図４では、心臓の断層像が示されている。また、画面下部の波形表示部３３に
は、その２次元形態像とともに、ドプラスペクトラム波形、すなわち血流の時系列データ
が表示されている。表示されるドプラスペクトラム波形は、断層像表示部３１内の断層像
上に表示されたサンプルボリューム３５に示された位置に対応する波形となっている。こ
のサンプルボリューム３５の位置を変更すると、レンジゲート部２１のサンプリングパル
スのタイミングが変わり、変更されたサンプルボリューム３５の位置に対応するドプラス
ペクトラム波形が表示されるようになる。
【００３２】
　ドプラスペクトラム波形は、例えばムービングバーＭＢを先頭にして、波形表示部３３
上を、左端から右端へと一定速度で進むようにして描かれる。そして、ムービングバーＭ
Ｂは、右端に到達すると左端に戻り、改めて右端へ進む。このムービングバーに追従して
、ドプラスペクトラム波形の波形表示が更新されていく。このような画面の更新をスクロ
ールという。後述する速度レンジの更新や、処理パラメータの変更は、ムービングバーが
左端にあって、画面が更新される時点において、その更新と同時にしか行うことができな
いように規定されている。
【００３３】
　操作パネル７は、キーボード、トラックボール、マウス等により構成される。この操作
パネル７は、操作者が各モードの切替えや、ＲＯＩの位置やレンジゲート（サンプルボリ
ューム３５）の切替え、ドプラスペクトラム波形データを収集するポイントの変更等を入
力するために用いられる。また、この操作パネル７上には、表示部６に表示される画像を
、動画像か静止画像かのいずれかに切り替えるフリーズＯＮ／ＯＦＦボタン（不図示）が
設けられている。動画像が表示されている場合にこのフリーズＯＮ／ＯＦＦボタンが押下
されると、表示部６には静止画像が表示される。このときのボタン操作をフリーズ操作と
いう。また、静止画像が表示されている場合にこのフリーズＯＮ／ＯＦＦボタンが押下さ
れると、表示部６には、動画像が表示される。このときのボタン操作をフリーズ解除操作
という。
【００３４】
　制御部８は、ＣＰＵ８１、ＲＡＭ８２、ＨＤＤ８３等のコンピュータとシーケンサ８４
により構成される。ＨＤＤ８３には、超音波診断装置１００の制御プログラムが記憶され
ている。制御部８では、ＨＤＤ８３からＲＡＭ８２上に、この制御プログラムを読み出し
、ＣＰＵ８１がその制御プログラムを実行することにより、図２に示される制御部８内に
設けられた操作解析部６１、パラメータ設定部６３、判定部６５、波形情報算出部６７、
自動調整部６９などの機能が実現される。操作解析部６１、パラメータ設定部６３、判定
部６５、波形情報抽出部６７、自動調整部６９は、所定の周期（例えばタイマ割り込みな
ど）で、定期的に実行される、リアルタイム実行タスクである。
【００３５】
　操作解析部６１は、操作パネル７から送信されるその操作内容に関する情報を受信し、
その受信結果を解析し、その解析結果に応じた処理を行う。例えば、操作解析部６１は、
操作パネルの操作内容を解析し、必要であれば、パラメータ設定部６３にパラメータ変更
指令を発する。また、操作解析部６１は、必要に応じて、データ記憶部１１への書き込み
禁止、書き込み許可の指令を、データ記憶部１１に与える。また、操作解析部６１は、信
号処理部４に対して、データ記憶部１１に保存されたデータの再処理指令などを送信する
こともできるようになっている。
【００３６】
　パラメータ設定部６３は、操作解析部６１や判定部６５からのパラメータ変更指令に応
じて、ＦＦＴ処理部２５の処理パラメータの値を変更することができる。本実施形態では
、説明を簡単にするため、値が変更される処理パラメータを、上述した観測時間長Ｔｍの
みとする。一般に、観測時間長Ｔｍを長めに設定した方が、速度検出感度を上げて診断対
象に対応するドプラスペクトラム波形データを検出し易くなるため、波形データを検出す
る検出段階では、パラメータ設定部６３は、観測時間長Ｔｍの値としては、長めの数値を
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設定するようになる。また、観測時間長Ｔｍを短めに設定した方が、波形の時間分解能が
高くなるため、診断指標を計測する計測段階では、パラメータ設定部６３は、観測時間長
Ｔｍの設定値としては、短めの数値を設定するようになる。各段階での観測時間長Ｔｍの
値は、それぞれＨＤＤ８３上のパラメータ設定値格納部７１に予め格納されており、パラ
メータ設定部６３は、パラメータの値を変更する際に、このパラメータ設定値格納部７１
に格納されたパラメータ設定値を参照すればよいようになっている。
【００３７】
　判定部６５は、ドプラスペクトラム波形などに基づいて、パラメータの値の変更の可否
を自動判定するために設けられている。判定部６５は、後述する波形情報抽出部６７から
得られるドプラスペクトラム波形の特徴や、自動調整部６９から受信する表示部６におけ
る表示画面の自動調整の調整状態などから、例えば、診断対象に関する波形が検出された
か否かを判定する。そして、判定部６５は、この判定が肯定的であった場合には、パラメ
ータ変更指令を、パラメータ設定部６３に送信する。
【００３８】
　波形情報抽出部６７は、トレース処理部２７から、最高流速Ｖｐ、平均流速Ｖｍのトレ
ースデータを入力している。波形情報抽出部６７は、これらのトレースデータに基づいて
、被検体の診断対象の特徴を抽出する。
【００３９】
　個々の診断対象に対応する波形データにはそれぞれ特徴がある。波形情報抽出部６７は
、その特徴を抽出して出力する。以下、この診断対象の特徴について、具体的に説明する
。
【００４０】
　図５（Ａ）、図５（Ｂ）には、心臓の弁の血流に対応するドプラスペクトラム波形が示
されている。
【００４１】
　図５（Ａ）に示されるトレース波形データでは、負側だけにピークが現れている。通常
、ドプラ法においては、血流の方向が超音波プローブに向かってくる血流に正、遠ざかっ
ていく血流に負の符号が付与される。ある血管に超音波プローブを当てると、その血管が
動脈の場合には、血流の速度は拍動により変動するが、正負に跨って変化することはなく
、通常は、正負どちらかに偏っている。したがって、図５（Ａ）に示される波形では、心
臓の弁流は常に負の方向であり、弁逆流は検出されていないことになる。この場合、太線
であらわされる正側、負側の最高流速Ｖｐのトレースデータの波形のうち、一方の極性の
み、すなわち負側のトレースデータの波形のみが、所定レベルを超えるようになる。
【００４２】
　図５（Ｂ）に示されるトレース波形データでは、正側だけでなく、負側にもピークが現
れている（中央の横線が流速がゼロであることを示す。）。この場合、同じ位置（サンプ
ルボリューム３５で指定された位置）で、正逆の血液の流れが存在することになる。ここ
で、サンプルボリューム３５の指定位置が心臓の弁であったとすると、正側の波形は、弁
逆流を表していることになる。
【００４３】
　このように、診断対象が心臓であり、その弁逆流が存在するような場合には、最高流速
Ｖｐのトレースデータの波形は、一方の極性だけでなく、正側でも負側でも一定レベルを
超えるようになる。波形情報抽出部６７は、このような波形の特徴を抽出して、判定部６
５に送信する。
【００４４】
　自動調整部６９は、トレース処理部２７から最高流速Ｖｐ、平均流速Ｖｍのトレースデ
ータを入力し、そのトレースデータに基づいて、表示部６に表示されるドプラスペクトラ
ム波形に発生する折り返しを防止すべく、速度レンジ（ドプラスペクトラム波形の速度表
示範囲）、ベースライン（ドプラスペクトラム波形のゼロレベル）の自動調整を行う。自
動調整部６９は、一定時間のトレースデータを抽出し、抽出されたトレースデータにおけ
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る血流の最大流速Ｖｐ、及び平均流速Ｖｍの分布に対する統計値を算出する。そして、算
出された統計値に基づいて、現在のドプラスペクトラム波形を、適切に表示する速度レン
ジ等を調整する。なお、自動調整部の具体的な処理内容については、例えば、特開２００
５－１８５７３１号公報に開示されているので、詳細な説明を省略する。自動調整部６９
は、調整した速度レンジ等に関する情報を判定部６５に出力している。
【００４５】
　判定部６５は、波形情報抽出部６７で抽出された波形の特徴や、自動調整部６９から入
力した速度レンジ等に関する情報などを受信し、受信した情報に基づいて、診断対象に対
応する波形が検出されているか否か、又は、調整状態が安定しているか否かの判定を行う
。
【００４６】
　次に、本実施形態に係る超音波診断装置の各部の処理動作についてさらに具体的に説明
する。
【００４７】
　図６には、操作解析部６１の処理の一例のフローチャートが示されている。図６に示さ
れるように、ステップ２０１では、操作解析部６１は、操作入力待ちとなっている。操作
パネル７から操作入力があると、操作解析部６１は、その操作内容がフリーズ操作である
か否かを判断する（ステップ２０３）。この判断が肯定されるとステップ２０５に進み、
否定されると、ステップ２１３に進む。
【００４８】
　ステップ２０５～ステップ２１１は、操作内容がフリーズ操作であった場合の処理であ
る。操作解析部６１は、まず、データ記憶部１１に対し、書き込み禁止指令を発信する（
ステップ２０５）。データ記憶部１１は、この書き込み禁止指令を受けて、所定のタイミ
ングで、送受信部３から入力されるデータの書き込みを禁止する。ここで、所定のタイミ
ングとは、表示部６の波形表示部３３の波形がその右端に到達し、左端から波形が更新さ
れる際のその波形に対応するデータが、メモリに書き込まれるタイミング、すなわち、画
像１枚分の最初の画像データに用いられる最初の信号データ（図３（Ａ）では、例えばｑ
１）の書き込みが行われるタイミングである。
【００４９】
　次のステップ２０７では、操作解析部６１は、パラメータ設定部６３に対して、パラメ
ータ変更指令を発信し、ステップ２０９において、パラメータ設定部６３からの変更完了
通知を待つ。この指令を受けて、パラメータ設定部６３は、後述するように、ＦＦＴ処理
部２５の処理パラメータの設定値を変更し、その変更が完了すると、操作解析部６１に変
更完了通知を返す。操作解析部６１は、これを受けて、ステップ２１１に進む。
【００５０】
　ステップ２１１では、Ｄドプラモード処理部１６に対し、再処理を指令する。これを受
けて、Ｄドプラモード処理部１６は、書き込みが禁止されたデータ記憶部１１から、すで
に書き込まれているデータを先頭から古い順に読み出して、レンジゲート部２１、ウォー
ルフィルタ２３、ＦＦＴ処理部２５、トレース処理部２７での再処理を実行する。これに
より、表示部６の表示画面には、この再処理の結果、すなわち、データ記憶部１１に保存
された信号データの処理結果の静止画像が表示されるようになる。
【００５１】
　一方、ステップ２０３で、操作内容がフリーズ操作でないと判断された場合には、ステ
ップ２１３で、操作内容がフリーズ解除操作であるか否かが判断される。この判断が肯定
されれば、ステップ２１５に進み、否定されればステップ２２１に進む。
【００５２】
　ステップ２１５～ステップ２１９は、操作内容がフリーズ解除操作であった場合の処理
である。まず、ステップ２１３では、データ記憶部１１に対し、書き込み許可指令を発信
する。これを受けて、データ記憶部１１は、送受信部３からのデータの書き込み禁止を解
除する。送受信部３からのデータの書き込みは、メモリの先頭から行われる。次のステッ
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プ２１５では、パラメータ設定部６３に対し、パラメータ変更指令を発信し、次のステッ
プ２１７で、変更完了通知を待つ。これを受けて、パラメータ設定部６３は、ＦＦＴ処理
部２５の処理パラメータを変更し、変更完了通知を、操作解析部６１に返す。
【００５３】
　一方、ステップ２１３で、操作内容がフリーズ操作でなく、他の操作であったと判定さ
れた場合には、ステップ２２１において、その他の操作に対応するコマンド処理が実行さ
れる。
【００５４】
　ステップ２１１、ステップ２１９、ステップ２２１終了後は、ステップ２０１に戻り、
再び、操作入力待ちとなる。
【００５５】
　次に、パラメータ設定部６３の動作について説明する。図７には、パラメータ設定部６
３の一例のフローチャートが示されている。図７に示されるように、まず、パラメータ設
定部６３は、ステップ２５１において、パラメータ変更指令の受信待ちとなっている。前
述したように、操作解析部６１等から、パラメータ変更指令を受信すると、ステップ２５
３に進む。ステップ２５３では、検出モードが設定されているか否かを判断する。パラメ
ータ設定部６３は、現在、診断対象に対応する波形を検出する検出段階のモード、すなわ
ち検出モードであるか、診断指標を計測する計測段階のモード、すなわち計測モードであ
るかを内部で管理しており、その管理情報を参照することにより、この判断がなされる。
【００５６】
　ステップ２５３の判断が肯定されればステップ２５５に進み、否定されればステップ２
５７に進む。ステップ２５５では、検出モードから計測モードへ切り替えのために計測モ
ードの処理パラメータの値（すなわち、観測時間長Ｔｍの短めの値）を、パラメータ設定
値格納部７１から読み出す。また、ステップ２５７では、計測モードから検出モードへの
切り替えのために、検出モードの処理パラメータの値（すなわち、観測時間長Ｔｍの長め
の値）をパラメータ設定値格納部７１から読み出す。
【００５７】
　次のステップ２６１では、読み出した観測時間長Ｔｍの設定値を、ＦＦＴ処理部２５に
設定することにより、ＦＦＴ処理の観測時間長Ｔｍの値を変更する。次のステップ２６３
では、変更完了通知を、パラメータ変更指令の発信元（例えば、操作解析部６１等）に返
す。ステップ２６３終了後は、再び、ステップ２５１に戻り、パラメータ変更指令待ちと
なる。
【００５８】
　図８（Ａ）には、フリーズ操作前における表示部６の表示画面の一例が示されており、
図８（Ｂ）には、フリーズ操作後の表示部６の表示画面の一例が示されている。図８（Ａ
）、図８（Ｂ）に示されるように、フリーズ操作前とフリーズ操作後とでは、ＦＦＴ処理
部２５の処理パラメータ（観測時間長Ｔｍ）の値が変更されているため、両者の間で、表
示されているドプラスペクトラム波形が大きく異なっているのがわかる。
【００５９】
　次に、波形情報抽出部６７の動作について説明する。図９には、波形情報抽出部６７の
処理の一例のフローチャートが示されている。図９に示される処理は、診断対象を心臓の
弁逆流とし、その特徴に関する情報を抽出する処理である。
【００６０】
　図９に戻り、波形情報抽出部６７は、定期的なタイマ割り込みによってスタートする。
まず、ステップ３０１において、一定時間内のトレースデータを、トレース処理部２７か
ら取得する。次のステップ３０３では、正側の最高流速のトレースデータの平均値を算出
し、次のステップ３０５では、負側の最高流速のトレースデータの平均値を算出する。次
のステップ３０７では、最高流速Ｖｐのトレースデータの平均値（正、負）を、判定部６
５に送信し、処理を終了する。
【００６１】
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　次に、判定部６５の動作について説明する。図１０には、判定部６５の処理の一例のフ
ローチャートが示されている。判定部６５の処理モードには、ＡモードとＢモードとが含
まれている。Ａモードとは、波形情報抽出部６７から送られる情報に基づいて、処理パラ
メータの変更の可否を判定するモードであり、Ｂモードとは、自動調整部６９から送られ
る情報に基づいて、処理パラメータの変更の可否を判定するモードである。Ａモード／Ｂ
モードは、装置パラメータにより、予め設定されているものとする。
【００６２】
　図１０に示されるように、判定部６５は、定期的なタイマ割り込みによって処理を開始
する。まず、ステップ３５１では、処理モードがＡモードに設定されているか否かを判断
する。この判断が肯定されればステップ３５３に進み、否定されればステップ３６１に進
む。
【００６３】
　ステップ３５３～ステップ３５９における処理は、Ａモード設定時の処理である。まず
、ステップ３５３では、最高流速のトレースデータ（正、負）の平均値を受信する。次の
ステップ３５５では、正側の最高流速のトレースデータの平均値と、負側の最高流速のト
レースデータの平均値とが、ともに閾値を上回っているか否かを判断する。そして、この
判断が肯定された場合にのみ、ステップ３５７において、パラメータ変更指令を、パラメ
ータ設定部６３に発信して、ステップ３５９において、その変更完了通知を待つ。これを
受けて、パラメータ設定部６３は、ＦＦＴ処理部２５の処理パラメータを変更して、変更
完了通知を返す。判定部６５は、この変更完了通知を受けて、処理を終了する。ステップ
３５５において、判断が否定された場合には、そのまま処理を終了する。
【００６４】
　一方、ステップ３５５で判断が否定された場合には、パラメータ変更指令を発すること
なく処理を終了する。
【００６５】
　ステップ３６１～ステップ３７１の処理は、Ｂモード設定時の処理である。まず、ステ
ップ３６１では、Ｂモードが設定されているか否かを判断する。この判断が肯定された場
合にはステップ３６３に進み、否定された場合には、処理を終了する。
【００６６】
　ステップ３６３では、自動調整部６９から出力される速度レンジのデータを受信する。
次のステップ３６５では、一定期間の速度レンジのばらつき、例えば分散を算出する。次
のステップ３６７では、その分散が許容値以内であるか否かを判断する。この判断が肯定
された場合にのみステップ３６９に進んでパラメータ変更指令を発し、ステップ３７１で
は、変更完了通知の受信待ちとなる。これを受けて、パラメータ設定部６３は、ＦＦＴ処
理部２５の処理パラメータを変更して、変更完了通知を返す。判定部６５は、この変更完
了通知を受けて、処理を終了する。
【００６７】
　一方、ステップ３６７において、判断が否定された場合には、そのまま処理を終了する
。
【００６８】
　以上述べたように、制御部８では、操作パネル７から入力されるフリーズ操作又はフリ
ーズ解除操作、波形情報抽出部６７によって抽出された波形情報、自動調整部６９での調
整状態に関する情報に基づいて、ＦＦＴ処理部２５における処理パラメータの値（観測時
間長Ｔｍの値）を変更する。なお、Ｂモードの処理（ステップ３６３～ステップ３７１）
では、速度レンジの分散を基準として、パラメータの変更の可否を判断したが、速度レン
ジの分散の代わりに、速度レンジの変動の大きさを示す他の統計値（例えば、標準偏差な
ど）を用いることが可能である。
【００６９】
　次に、上述した構成及び動作を有する超音波診断装置１００を用いた診断の流れについ
て説明する。
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【００７０】
　まず、フリーズ操作を行う診断方法について説明する。最初の時点では、オペレータは
、超音波プローブ２を被検体にあて、表示部６の断層像表示部３１に表示された断層像を
見ながら、サンプルボリューム３５の診断対象部位への位置合わせを行う。その位置合わ
せの際には、波形表示部３３を確認し、取得すべき波形データが表示されているか否かを
確認する。この段階は、まだ波形の検出段階であり、ＦＦＴ処理の処理パラメータ（観測
時間長Ｔｍ）には、波形を検出し易いように、長めの値が設定されている。これにより、
オペレータは、高い速度検出感度の下で、波形データを検出することが可能となる。
【００７１】
　波形表示部３３に、診断対象に対応する波形データが波形表示部３３に表示され、その
波形データが得られたことを確認すると、オペレータは、操作パネル７のフリーズＯＮ／
ＯＦＦボタンを押下する。このフリーズＯＮ／ＯＦＦボタンの押下により、その操作内容
が、操作解析部６１に送られると、パラメータ変更指令が、パラメータ設定部６３に送ら
れて、ＦＦＴ処理の処理パラメータ（観測時間長Ｔｍ）の値が短めの値に変更される。こ
れにより、高い時間分解能を提供する処理パラメータの下で、ＦＦＴ処理された波形デー
タ（静止画像）が作成されるようになり、この波形データを用いて診断指標を高精度に計
測できるようになる。
【００７２】
　次に、Ａモード（波形情報抽出部によるパラメータ変更）を用いた診断方法について説
明する。最初の時点では、オペレータは、超音波プローブ２を被検体にあて、表示部６の
断層像表示部３１に表示された断層像を見ながら、サンプルボリューム３５の診断対象部
位への位置合わせを行う。その位置合わせの際には、波形表示部３３を確認し、取得すべ
き波形データが表示されているか否かを確認する。この段階は、まだ、波形の検出段階で
あり、ＦＦＴ処理の処理パラメータ（観測時間長）には、長めの値が設定されている。こ
れにより、オペレータは、高い速度検出感度の下で、波形データを検出することが可能と
なる。
【００７３】
　サンプルボリューム３５が適切に設定され、逆弁流の特徴が波形データに出現すると、
波形情報抽出部６７で抽出された正負の最高流速のトレースデータの平均値は、ともに閾
値を超えるようになるため、判定部６５は、パラメータ設定部６３にパラメータ変更指令
を発する。これを受けて、パラメータ設定部６３は、処理パラメータ（観測時間長Ｔｍ）
の値を変更する。これにより、高い時間分解能を提供する処理パラメータの下で、ＦＦＴ
処理された波形データが作成されるようになり、この波形データを用いて、診断指標を高
精度に計測できるようになる。
【００７４】
　次に、Ｂモード（自動調整の調整状態によるパラメータ変更）を用いた診断方法につい
て説明する。最初の時点では、オペレータは、超音波プローブ２を被検体にあて、表示部
６の断層像表示部３１に表示された断層像を見ながら、サンプルボリューム３５の診断対
象部位への位置合わせを行う。その位置合わせの際には、波形表示部３３を確認し、取得
すべき波形データが表示されているか否かを確認する。この段階は、まだ波形の検出段階
であり、ＦＦＴ処理の処理パラメータ（観測時間長）の値としては、長めの値が設定され
ている。これにより、オペレータは、高い速度検出感度の下で、波形データを検出するこ
とが可能となる。
【００７５】
　自動調整部６９は、トレース処理部２７から得られる最高流速Ｖｐ．平均流速Ｖｍのト
レース波形に基づいて、速度レンジを調整し、その調整値を、判定部６５に出力する。判
定部６５は、その速度レンジの変動状態を示す分散が、許容範囲内となったときに、波形
データが検出されたものと判断して、パラメータ設定部６３に、パラメータ変更指令を発
し、パラメータ設定部６３は、処理パラメータ（観測時間長）の値を短めの値に変更する
。これにより、高い時間分解能を提供する処理パラメータの下で、ＦＦＴ処理された波形
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データが作成されるようになり、この波形データを用いて、診断指標を高精度に計測でき
るようになる。
【００７６】
　以上詳細に説明したように、本実施形態によれば、被検体の診断対象からの超音波エコ
ーに相当する信号データに対する信号処理部４において、被検体の診断対象に関する波形
が得られる前にあっては、波形を検出しやすい値に設定された処理パラメータ（観測時間
長Ｔｍ）の下での診断対象に関する波形の検出が可能となり、その検出が容易となる。さ
らに、画像データが得られた後では、診断指標を計測しやすい値に設定された処理パラメ
ータ（観測時間長Ｔｍ）の下での波形データを用いた診断指標の計測が可能となり、正確
に診断指標を計測することが可能となる。これにより、微小量のドプラスペクトラム信号
であっても検出が容易となってその検出までに要する時間が短縮され、高精度、かつ、短
時間な超音波診断が実現される。
【００７７】
　また、本実施形態に係る超音波診断装置１００では、パラメータ設定部６３は、操作パ
ネル７で切り替え操作が行われた場合に、観測時間長Ｔｍの値を変更する。このようにす
れば、波形が検出されたものと判断したオペレータは、操作パネル７を用いた切り替え操
作を行えば、その操作に伴って処理パラメータの値が自動的に変更されるようになるため
、装置の操作性が著しく向上するようになる。
【００７８】
　また、本実施形態に係る超音波診断装置１００では、パラメータの変更は、表示する画
像を、動画像から静止画像へ切り替えるフリーズ操作によって行われる。このようなフリ
ーズ操作は、通常、波形の検出後において行われるため、このフリーズ操作に連動して、
処理パラメータの値の変更を自動的に行うようにすれば、オペレータの作業負担が著しく
軽減される。
【００７９】
　また、本実施形態に係る超音波診断装置１００では、データ記憶部１１には、Ｄモード
処理等が施される前のデータが保存される。そして、制御部８のＤモード処理部１６は、
表示する画像を動画像から静止画像に切り替える場合に、パラメータ設定部により値が変
更された観測時間長Ｔｍの下で、データ記憶部１１に保存された信号データに対して所定
の処理を再び行って波形データを作成する。このようにすれば、すでに、長い観測時間長
Ｔｍの下で、ＦＦＴ処理がすでに行われた波形データであっても、観測時間長Ｔｍを短く
設定してＤモード処理を再処理して、表示部６の画面上に再表示することが可能となる。
【００８０】
　また、本実施形態に係る超音波診断装置１００では、波形情報抽出部６７が、波形デー
タの特徴を抽出する。そして、判定部６５は、抽出された特徴が、被検体の診断対象の特
徴と符合するか否かを判定する。そして、パラメータ設定部６３は、判定部６５の判定が
肯定的であると判定した場合に、処理パラメータの値を変更する。このようにすれば、波
形の特徴に基づいて、診断対象の波形データを検出した後、処理パラメータを自動的に変
更するようになるため、オペレータの作業負担が著しく軽減されるようになる。
【００８１】
　なお、上記実施形態では、心臓の弁逆流を診断対象として、その波形データに現れる特
徴を抽出して、波形検出を確認したが、このような波形の特徴は、診断対象によって様々
である。したがって、波形情報抽出部６７は、その診断対象に応じた波形情報を抽出し、
判定部は、その波形の特徴に応じた判定処理を行う必要がある。
【００８２】
　また、本実施形態に係る超音波診断装置１００では、自動調整部６９が、波形データの
大きさに基づいて、波形の表示状態を自動調整する。そして、判定部６５は、自動調整部
６９による調整状態が安定しているか否かを判断する。さらに、パラメータ設定部６３は
、判定部６５の判定が肯定的であると判定した場合に、処理パラメータの値を変更する。
このようにすれば、自動調整部６９の調整状態が安定している場合には、処理パラメータ
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を自動的に変更するようになるため、オペレータの作業負担が著しく軽減されるようにな
る。
【００８３】
　なお、上記実施形態に係る超音波診断装置１００では、値を変更する処理パラメータを
、ＦＦＴ処理部における観測時間長Ｔｍとしたが、本発明はこれには限られず、信号処理
部４の分解能に関わる処理パラメータであれば、すべて変更の対象となる。例えば、図３
（Ａ）に示されるサンプリング間隔ΔＴが変更されるパラメータの一例として挙げられる
。
【００８４】
　また、処理パラメータの変更対象となる処理部は、ＦＦＴ処理部２５には限らない。例
えば、トレース処理部２７において最高流速Ｖｐ等を求めるために抽出される波形データ
の時間長などを変更するようにしてもよい。さらには、Ｂモード処理部１４、カラードプ
ラモード処理部１５の処理パラメータを変更するようにしてもよい。
【００８５】
　この他、変更可能なパラメータとしては、ピクセルレシオ、表示色などの、表示部６に
おける表示パラメータが含まれるようにしてもよい。
【００８６】
　また、上記実施形態では、変更するパラメータの値を、波形が検出される段階で１つ、
診断指標を計測する段階で１つとしたが、これには限られず、各段階で複数備えるように
してもよい。このようにすれば、各段階において、複数の設定値の中から最適な設定値を
選択することもできるようになる。このとき、フリーズ操作後に、パラメータの値を順次
切り替えつつ、データ記憶部１１に記憶された信号データに対してＤモード処理を再処理
させて、表示部６に表示させて、最も良好な波形データに対応する最適な処理パラメータ
を選択するようにしてもよい。なお、このような処理を行うには、操作パネル７上に、別
途、フリーズＯＮ／ＯＦＦボタンとは別に、処理パラメータを切り替えるためのマンマシ
ンインターフェイスが別途必要となる。
【００８７】
　なお、上記実施形態では、データ記憶部１１を、送受信部３と信号処理部４との間に配
置したが、本発明はこれには限られず、信号処理部４の各処理部１４、１５、１６内にそ
れぞれ設けるようにしてもよい。この場合、Ｄモード処理部１６では、ウォールフィルタ
２３とＦＦＴ処理部２５との間に、データ記憶部が設けられていても良い。要は、データ
記憶部は、値が変更される処理パラメータに対応する処理部の前段に設けられていればよ
い。
【００８８】
　また、上記実施形態では、表示部６の表示モードをトリプレックスモードとしたが、本
発明はこれには限られない。ドプラスペクトラム波形の単独表示であっても構わないのは
勿論である。
【００８９】
　また、上記実施形態に係る超音波診断装置１００は、ドプラスペクトラム波形の算出に
、パルスドプラ法を用いたが、連続波ドプラ法についても本発明を適用することができる
のは勿論である。
【００９０】
　なお、上記実施形態では、超音波振動子として、圧電振動子を用いたが、超音波振動子
としては、近年のＭＥＭＳ技術の進歩によって、振動部をシリコン基板上に作製可能とな
った容量検出型超音波トランスデューサ （ＣＭＵＴ：Capacitive Micromachined Ultras
onic Transducer）を用いるようにしてもよい。
【００９１】
　上述した実施態様及び各種変形例は、本発明の範囲を制限するものではない。従って、
当業者であればこれらの各要素もしくは全要素をこれと均等なものによって置換した実施
態様を採用することが可能であるが、これらの実施態様も本発明の範囲に含まれる。
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【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】本発明の一実施形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】制御部とＤモード処理部との詳細構成を示すブロック図である。
【図３】図３（Ａ）、図３（Ｂ）は、ＦＦＴ処理を説明するための模式図である。
【図４】表示部が表示する表示画面の一例を示す図である。
【図５】図５（Ａ）は、弁逆流が検出されていないドプラスペクトラム波形及び最高流速
のトレース波形の一例であり、図５（Ｂ）は、弁逆流が検出されたドプラスペクトラム波
形及び最高流速のトレース波形の一例である。
【図６】操作解析部の処理の一例を示すフローチャートである。
【図７】パラメータ設定部の処理の一例を示すフローチャートである。
【図８】図８（Ａ）は、検出段階での波形表示の一例を示す図であり、図８（Ｂ）は、計
測段階での波形表示の一例を示す図である。
【図９】波形情報抽出部の処理の一例を示すフローチャートである。
【図１０】判定部の処理の一例を示すフローチャートである。
【図１１】心臓の弁逆流のドプラスペクトラム波形を示す図である。
【符号の説明】
【００９３】
２　　　　　　超音波プローブ
３　　　　　　送受信部
４　　　　　　信号処理部
５　　　　　　ＤＳＣ
６　　　　　　表示部
７　　　　　　操作パネル
８　　　　　　制御部
１１　　　　　　データ記憶部
１４　　　　　　Ｂモード処理部
１５　　　　　　カラードプラモード処理部
１６　　　　　　Ｄモード処理部
２１　　　　　　レンジゲート部
２３　　　　　　ウォールフィルタ
２５　　　　　　ＦＦＴ処理部
２７　　　　　　トレース処理部
３１　　　　　　断層像表示部
３３　　　　　　波形表示部
３５　　　　　　サンプルボリューム
６１　　　　　　操作解析部
６３　　　　　　パラメータ設定部
６５　　　　　　判定部
６７　　　　　　波形情報抽出部
６９　　　　　　自動調整部
７１　　　　　　パラメータ設定値格納部
８１　　　　　　ＣＰＵ
８２　　　　　　ＲＡＭ
８３　　　　　　ＨＤＤ
１００　　　　　　超音波診断装置
ＭＢ　　　　　　ムービングバー
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